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2 型糖尿病薬メトホルミンの 
CD8T 細胞疲弊解除を介した抗腫瘍作用 
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 メトホルミン（ビグアナイド）は 2 型糖尿病治療薬として知られているが、近年、糖尿病またはがん

を併発した患者における疫学調査で、メトホルミン長期服用患者においてがん死・発がんともに減少してい

ることが明らかとなり、その抗腫瘍作用が注目されている。抗腫瘍作用として、腫瘍細胞の増殖抑制やがん

幹細胞の減少等、直接的に腫瘍に作用するという報告がある。糖尿病患者においては感染症およびがん

発症リスクが高いことから、患者の免疫機能が低下していることが予想されるが、メトホルミン服用に

より患者における免疫機能が回復し、がんのリスク

をより低下させている可能性は十分に考えられる。 

メトホルミンによる抗腫瘍作用をマウス腫瘍モ

デルにおいて免疫学的に解析し、メトホルミンの抗

腫瘍作用と免疫系との関係を御講演頂く予定です。 

Metabolism & Cancer, Metabolism & Tumor 

Immunity は現在最先端のトピックスです。 

 皆様のご参加をお待ちしています。 
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